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視点を変えてみたら、との思いで、生きものとのお付き合いの参考にどうぞ。 

 

 ○ぶつぶつぶやき○ ㉓ 

   おや！にらめっこ？ トンボとハエが、鉢合わせ。一瞬向かい合っていました。まるでにらめっこしている 

みたい。それにしても、複眼の昆虫同士がにらめっこした場合、お互いにどんな風に見えているのでしょうね。 

複眼の中に複眼が写っていたら、何だかややこしいことになっていそうな・・・なんて。トンボの目の前で、 

指をクルクル回すと、頭をクリクリッと動かすので、それなりにクルクル見えているのでしょうか。 

トンボなど、飛びながら獲物を捕まえたりするわけですから、その複眼で、かなり正確に見えているので 

しょうね。やっぱり、分からん！ 不思議。＜さんじゃく＞ 
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お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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★都市公園で自然観察会 ７９★ 
春日公園で、始まった冬を、ゆっくりと観察します。      

☆日時 12 月１7 日 （日） 集合１４時 ～ 解散１６時                            

☆場所 春日公園・旧売店 前                          

会員２００円、一般３００円です。協力をお願いします。 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕   

 Email kurabird-.tamura@nifty.com 

 

 

自自然然感感  
２６９
７ 



日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本野鳥の会 筑後支部        福岡植物友の会 主催 

                                                                          

 

 

 

                     

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

 

 

 

                     

                                                                       

  

                         

                                                                                                              

和白干潟を守る会  主催                                   久留米の自然を守る会  主催 

      

 

 

 

 

 

 

 

１／１４（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

 

 

 

１／１３（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：092-573-1827（森健児） 

 

１／９（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側 

問合せ：092-592-3423（小野仁） 

 

１２／２４（日） １／２８（日） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

１２／１７（日） １／２１（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

１／７（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男） 

 

１／６（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場 

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092-920-3072（松永紀代子） 

参加費：200 円（大人のみ） 
 

ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

観察会や様々な生きもの情報を載せています 

１２／２３（土） 

横島干拓（熊本県玉名市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：横島公民館 

問合せ：溝田泰博 090-4357-3043 

  

直接お問合せください。 

問合せ：090-1346-0460（橋田沙弓） 

hashida＠kurumenoshizen.net 

http://kurumenoshizen.net/ 

１２／１６（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～ 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

１２／１６（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

直接問合せ下さい 

：092-662-2983（佃 昇） 
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くすのき ２０１７年１２月号投稿原稿-本のむし 

Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

今回は、１１月１日（旧暦９月１３日）～１１月３０日（旧

暦１０月１３日）までのデジカメ日誌です。 

 

１１月７日（旧暦９月１９日）  筑紫野市山口 

天拝湖にオシドリがやってきた。この地点の 50ｍほど

東側では、大規模な商業団地の開発が進んでいて、緩

衝地帯の雑木林まで無くなってしまった。いつまでこの

景色がみられるのか。 

お詫びと訂正 

くすのき ２０１７年１１月号に投稿の「私のデジカメ日誌」で、

１０月３１日（旧暦９月１２日） 小郡市三沢タテハモドキの文中 

「この付近に幼虫の食草タカノツメがあるのだろう。」と書きました

が、タカノツメ（ウコギ科の木本）ではなく、草本・キツネノマゴ科の

オギノツメの誤りでしたので、訂正してお詫びします。 

タテハモドキの幼虫の食草としては、ほかにクマツヅラ科のイワダ

レソウ、や、ゴマノハグサ科のスズメノトウガラシなどがあるようで

す。 

キツネノマゴ科ということだが、キツネノマゴそのものはダメなの

か・・という知人もいますがどうなのでしょうか。 

１１月７日（旧暦９月１９日）  筑紫野市山口 

甲虫の仲間、森の掃除屋のヨツボシモンシデムシのよ

うだ。ダニが数匹ついている。このダニは寄生でなく便

乗という説もあるらしい。この時は、この体制のままじつ

として動かなかった。 

１１月１６日（旧暦９月２８日） 筑紫野市天拝坂 

キカラスウリの果実。なんだかおいしそうに見えた。 

根っこのでんぷんからベビーパウダー（天花（瓜）粉）を

とることで知られる。 

１１月７日（旧暦９月１９日）  筑紫野市山口 

ハナイカダの種子である。花の後、黒い液果がつくが、 

ほとんど地面に落ちるかして、種を見たことがなかっ

た。実生するのでしょうか。 

 

１１月２３日（旧暦１０月６日） 太宰府市内山 

サネカズラの果実。おいしそうだが食べた話を聞かな

い。通称の美男カズラは茎から整髪料を取ったからだと

か。きっと、べとべとしてるんだろう。 



春日公園の自然観察会 78回  主催 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

2017年11月19日春日公園の自然観察会、秋の終わる頃の秋色を見て歩きました。今日は2名での観察でした。 

モミジバフウ（別名アメリカフウ）は明るい赤と赤っぽい黄色の混ざったような葉の色をみせてくれていた。 

ハナミズキの葉は、緑を残した赤い葉、力強い赤色の葉となった明るい紅葉の姿を見せた。トウカエデの紅葉は、 

赤、黄、緑の色で全体に黄色い赤の葉がびっしりと枝に付いていた。水面に映ったイロハモミジ、彩はいまが一番 

でしょうか。 黄色の葉は、イチョウが一番でした。報告 田村耕作 

 

 

 

 

 モミジバフウ           明るい紅葉のハナミズキ       橙色の強い葉のトウカエデ 

⇦ 水面にもイロハモミジの紅葉   

 

 

明るい黄色の葉 イチョウ 

 

 

 

 

春日公園での自然観察会、もう一人の目 

・秋の公園の自然を観察しました。 

・色とりどりの木の葉の色や針葉樹の実・どんぐり・赤い実など、さまざまな実りなどを観察し楽しみました。 

・カササギやカワラヒワなどの野鳥にも会うことができました。 
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★  渋田 和美さんからの報告 
12/3(日)9 時～12 時、福津市畦町保存会主催のバードウォッチングを 

頼まれて行ってきました。久末ダムで第 4 日曜に行われてるコース（日本野鳥の会福岡支部主催の探鳥会）とは、 

違う久末巡り。キンクロハジロやホシハジロが見えないコースだった 

にもかかわらず、42 種。 

畦町公民館出てすぐジョウビタキ、ハクセキレイ、モズのお出迎え。 

カワセミも皆さん大喜び。 

鳥をほぼ見たことない方々と楽しく回れて良かったです。 

 

 編集部:自然、その中の生きものたちの理解者を増やすいい機会でしたね。 

 

 

 

               冬鳥のジョウビタキ♂ 

 

 

お知らせ 自然観察ガイド研修会 
 子どものリスクマネージメント 

～子どもと親を取り巻くイマドキ世界～             

ひと昔前に子育てした世代の人 

今、子どもたちとのかかわりに悩む人 

危険？ 安全？ 

疑問や迷いから、現状の理解につなげます 

日時：平成３０年２月２５日（日） 

9：30～15：00（予定） 

場所：斐川環境学習センター アース館           ムクロジの実と子供たちそして堀謙治会員の話術 

（出雲市斐川町出西 1943 番地） 

 

（自然観察指導員または島根県自然解説員に登録している方 

および同程度の知識を有している方を対象） 

【参加費】無料の予定 

【定 員】４０名程度（先着順） 

【締 切】定員になりしだい あるいは１月２５日（木） 

【講 師】おおい自然園園長 一寸木 肇（ちよっときはじめ）さん 

【内 容】①現代の子どもを取り巻く『イマドキ』世界を知ろう 

     ②現代の子育て中の親の『イマドキ』世界を知ろう 

     ③自然観察会における、現代の親子への対応や心構え・大原則を学ぼう 

     ④お悩みの実例から具体的な対応方法を考えよう・質疑応答 

   ※上記のようなテーマを予定 

 

【主催】島根県・（公財）しまね自然と環境財団 

【申込・問合先】島根県立三瓶自然館 電話：0854-86-0500 担当：星野 

                       フアックス 0854-86-0501 
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環境フェスティバル その後 

１０月 21,22 日、福岡市役所西側の広場で開催された環境フェスティバルにて、参加した団体交流時間にアンケートが 

実施され、ナイス福岡のお店と展示について、下記の様な意見が記載されたとのお知らせを、もらいました。原文掲載。 

 ・有用性のある植物について実際に体験しながら知ることができた。 

  身近にある植物の新たな面を知れて楽しかった。 

 ・自然の香がしました。 

 ・環境活動＝3R活動ではなく基本中の基本自然を学び，自然に愛着もち， 

  関わっていこうとする人を育てる取組みだと思いました。  

 ・楽しい，おもしろい！ 

 ・色々おもしろい説明が聞けた。 

 ・辛い蓼，泡の出る実，その他種の不思議をいっぱい教えて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       お店の様子 1                お店の様子 2 

他団体の会報の紹介 

・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第１９９号 １７．１２．１ 

「鳥信で募集する野鳥たち」コイカルの生態などを掲載 

・島根県自然観察指導員連絡協議会 おとしぶみ Vol.109 2017.12．3 

  「木の実でクラフト・ひっつき虫で遊んでみよう」の報告などを掲載 

 

   参加費・寄付金の報告 2017年 11/1９の参加費 40０円 でした。 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスは最初のページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのお越しを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成３０年 1 月 12 日（金）午後６時より事務局で行います。2018 年 1 月号の原稿は、2018

年 1 月／８（月）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願いま

す。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 2017 年１1 月号月の定例発送会は、山本弘子、永松愛子、藤川渡、田村耕作が参加しました。 

福岡市西区の用水路で、ブラジルチドメグサ（ウコギ科チドメグサ属）の 

群落を見かけた。原産地は南北アメリカで、侵略的外来種として各地に 

定着している。日本では、特定外来生物に指定されていました。繁殖力旺盛で 

千切れた節からどんどん芽を出し増える。水面を被いつくし、冬でも枯れず 

在来植物が成長する隙を奪ってしまう。そういう水草を見かけた。植物だけでなく 

魚類、爬虫類、鳥類等本来いないはずの生きものたち、分布を広げているので 

しょうか。皆さん、どうしましょうかね。田字草 

                                         ブラジルチドメグサ 11/5 撮影 
- ６ - 


